
1.(1)講義：日本の民主主義、政党の役割
　(2)視察：国会、地方議会

2.(1)講義：日本の選挙行政、選挙制度、選挙違反、政治資金規正
　(2)視察：投票所、開票所

3.(1)講義：政治資金規正、政党助成制度、選挙公営
　(2)視察：政党本部

4.(1)講義：日本のメディア報道
  (2)視察：NHK

5.アクションプランの作成、発表

主要協力機関

関係省庁

英語

実施年度

所管国内機関

本邦研修期間

JICA東京（産業公共）

日本政治総合研究所

【案件目標】
健全に機能する議会の運営、公正な選挙の管理、中立性の高いメディア報道について理解を深
める。その上で、学んだことを活用し、自国の課題の解決策をアクションプランとしてまとめ
る。

【成果】
1.日本の国会の概要や国会事務局の働きについて理解し、立法府がどのような機能を果たして
いるのか、説明できる。

2.公正な選挙の管理について理解し、具体的な選挙行政について解説できる。

3.政治資金の規正について理解し、政党助成制度、選挙公営について解説できる。

4.中立性の高いメディア報道について理解を深め、自国のメディア報道と比較ができる。

5.議会運営や選挙管理をめぐる自国の課題について、その解決策をまとめる。

目標／成果

内　容

【対象組織】
議会事務局、選挙管理委員会

【対象人材】
議会事務局、もしくは選挙管理委員会の課
長級以上の職員

対象組織／人材

議会運営・選挙管理
Legislative and Electoral Administration

特記事項
及び

ホームページ

ガバナンス/民主制度

全世界対象対象国の条件：

副分野課題：

「アラブの春」が巻き起こった中東・北アフリカなどでは、どう民主主義を実現するか、模索が行われている。国際社会は選挙支援を通じ
て、これらの国々の民主化の動きをサポートしてきたが、民主化が順調に進んでいるとは必ずしも言えない。本研修は選挙実施から選挙後
にいたるプロセスに焦点をあて、議会運営や選挙管理に携わる職員を対象に、民主主義のあり方や具体的な実現方法などについて学ぶ。
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